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リーフレット「外用剤の混合について」の作成 

 

 平素より本会会務に格別のご高配を賜り深く感謝申し上げます。 

 さて、調剤用プラスチック製品の不安定な流通が続き、各機関では平時の調剤体制を

維持するため工夫されていることと思われます。 

 一方、わが国では軟膏などの外用剤が処方された際、利便性などの目的で混合調剤す

ることがあります。外用剤の混合は一定の利点があるものの、組み合わせによっては不

安定な品質につながります。 

これらを踏まえ、本会では外用剤の調剤方法についてあらためて考えました。必要に

応じてチューブ単位で交付することも、有効な調剤につながります。 

 つきましては、地域医師会や処方元機関と調剤方法を協議することがございました

ら、別添のリーフレットをご活用ください。 

 



　複数の外用剤を使用するとき、利便性の向上などを目的にそれらを混合すること
があります。ただ、主薬や基剤の組み合わせ、配合比率はいくつものパターンが
あります。なかには薬学的な理由から混合できない組み合わせもあります。
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外用剤の混合について

軟膏、乳剤性基剤およびゲルの混合可否1）
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　複数の外用剤を混合する際、それら基剤の組み合わせによっては混合できないことがあります。
また、同じ基剤だとしても、主薬によって配合不適などの場合があります。さらには製造企業の違い
から、混合可否が分かれることもあります。

混合できない外用剤とは？

　外用剤の基剤には薬物が溶解しており、それが皮膚を透過すると薬効を示します。複数の基剤を
混合すると性質が変わり、皮膚透過性が変動することがあります。一方、軟膏の多くは主薬が基剤
の中で飽和状態にあり、大半は結晶として存在します2）。従って、その軟膏を４倍に希釈したとして
も結晶から主薬がさらに溶解するので、濃度が１/４になるわけではありません。

混合は薬効に影響する？しない？

　重ね塗りは複数の外用剤を重ねて塗布します。例えばアトピー性皮膚炎の治療では、下地に
保湿剤を塗布し、炎症部位にステロイドを塗布する療法も示されています3）。

重ね塗りのすゝめ
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